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  志摩市産業振興部水産課 

タ イ ト ル 秋・冬の志摩を代表する水産物の水揚げが始まります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

 

 

 

 

 

 

海女によるアワビ漁は９月１４日で終了しましたが、１０月からはイセエ

ビやあのりふぐ、的矢かきなど、御食国・志摩の秋・冬を代表する水産物の

水揚げが始まります。 

漁業者が豊かな海の恵みを守りながら生産されている志摩市の水産物をぜ

ひご賞味下さい。 

 

○イセエビ 

 志摩市のイセエビ漁は、刺網というイセエビを網に絡めてとる方法で行わ

れており、夕方にイセエビの住む岩礁地帯に刺網を仕掛け、翌日の早朝に刺

網を引き上げます。 

三重県では資源保護のため、イセエビの産卵期である５月１日～９月３０

日まで禁漁となっているほか、体重約７０ｇ以下（頭胸甲長４．２センチ以

下）の小さなイセエビの漁獲が禁止となっていますが、和具地区などで行わ

れているプール制を導入した資源管理手法はＳＤＧｓの目標１４「豊かな海

を守ろう」の達成に寄与する有効な手法として国内外から注目されています。 

例年であれば１０月１日から漁が始まりますが、今年は１０月２日がイセ

エビの獲れにくい満月となることから、地区によって初水揚げの日が異なり

ますのでご注意ください。 

主な水揚漁港での予定 

  安乗漁港→１０月１日に網を仕掛け１０月２日（金）に初水揚げ（通常） 

  浜島漁港→１０月３日に網を仕掛け１０月４日（日）に初水揚げ 

  和具漁港→１０月３日午前中に協議して出漁日を決定 

※上記の出漁日はあくまで予定です。天候等により変更となる場合があります 

ので、事前に漁協に確認をお願いします。 

 

志摩市水揚量推移 

H27 130トン 

H28 102トン 

H29 108トン 

H30 124トン 

R01 127トン 

 

 

 

 

資料№１１ 
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○あのりふぐ 

三重県では資源保護を目的に３月１日から９月３０日まで禁漁となってい

るほか、漁業者が主体となって詳細な漁業のルールを定め、稚魚の放流を行

うなど、イセエビ同様にＳＤＧｓの目標１４の達成に向けた素晴らしい資源

管理の取り組みが実践されています。 

主な水揚漁港である安乗地区では、今年は１０月２日からの出漁を予定して

いるとのことです（天候等により変更となる可能性があります）。 
今年９月１６日に実施された三重県水産研究所による漁期前の試験操業では、 

３４４尾のトラフグが釣れた（昨年は１６４尾）という事で、昨年を上回る水揚

げが期待されており、今年もあのりふぐ協議会の認定取扱店で提供されます。 

 

 

志摩市水揚量推移 

H27 34トン 

H28 31トン 

H29 21トン 

H30 13トン 

R01 13トン 

 

 

 

○的矢かき 

 的矢かきの今年の出荷は１１月上旬からの予定となっています。 

昨年は夏場の大量死の影響を受けて出荷量が少なくなりましたが、今年も

高水温が続いていることから、漁業者と研究機関が成長の具合を慎重にチェ

ックしながら養殖作業が続いています。 

 

志摩市生産量推移 

（鳥羽磯部漁協取り扱い分） 

むき身 ・ セル 

H27 19トン ・ 293千個 

H28 15トン ・ 230千個 

H29 10トン ・ 237千個 

H30  8トン ・  172千個 

R01  6トン  ・ 114千個 

 

 

お問合せ先 

志摩市産業振興部水産課  担当 石熊・谷川原 

TEL 0599-44-0289 0599-44-5262 
e-mail  suisan@city.shima.lg.jp 
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